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私の歩んできた道

イサ ム ・ノグ チ

京都 で初 めて、 そ して 日本 で初め て、英 語 でお話 しす るこ とにな ります。

この場 で は、 私 自身 につ いて述べ よと言われ て お りますの で、本 日は この 趣 旨に そ って、

英 語 で お話 しさせ て いただ くこ とに します 。

こ こ京 都 にお いて、 多大 な ご後援 の もとに お話 しで きるこ とは、私 に とって至F.の 喜び で

あ り、 この 京都 賞 が、 い うなれ ば ノーベル 賞の 延長線 ヒにあ る と も思 われ るこ とを考 え ます

と、 私 をその対 象 に選 んで いた だ き、 この ような機 会 を与 えて いただ きま した こ とに、深 く

感謝 い た します。

私 は しば しば、 自分 が どの部 門 に属 す るの か を考 えて み ま した。 この部門 は、漠 然 とは し

て い るが、新 しい もの で あ り、 今後形 をな してゆ こ う とす る もの で ある こ とが 私以 外の2

名の 受賞 者の 方が た をみて わか りま した。

私 の生 まれ、 つ ま り私 がU系 ア メ リカ 人で あ るためで しょうか 、私 は 自分 が ど こに属 して

お り、 どの カテ ゴ リー の活動 に関与 して い るの か に、 つ ねつ ね少 しば か り不安 を抱 いて いた

の です。 私 は、現冶三は 私 自身 を芸術 家だ と思 いた いの です が 、 じつは.芸術 家 に な るこ とにつ

い ては、 ず いぶん躊 躇・してい たのです 。

私 は13歳 で ア メ リカへ 渡 り、 イ ンデ ィアナ に住 んで お りま した。 イ ンデ ィアナ は ア メ リカ

の 中部 に位置 して い ますがH本 で 普通 に抱 く文化的 関心 とは いっ さい無縁 な場 所 です。 た

とえば 、訪 れ る場 所や 人び との態 度 は、 中部 ア メ リカの 人び との それ と も異な って い ます。

そ して 、私 は典型 的 なア メ リカ人 にな りま した。現 在で も、 そ うで あ ると思 ってい ます が。

私 が い ま、 もっ と も関心 が あ るの は、 なせ私 が芸術 家 に なっ たのか とい うこ とです 。

私 は、ハ イ ス クール を卒 業す る と、 医者 にな るため にニ ュー ヨー クの コ ロンビア大 学 に入

学 しま した。 周囲 の 人に、 そ うすべ きだ と言 われ たか らです。 私 自身 は 自分 が なに をすべ き

か わか りませ んで した。 特 別 な考 えはな か ったの です。 とにか く、 いっ たん コロ ンビア大学

に入学 しま した。

ほ どな く私 は、 高 名な細 菌学者 、野 口英 世博 士 に会 うこ とに な りま した。 博士 は私 を援助

して くだ さろ う と しま した。 博 士 は私 の親 戚 で もないの に、 た いへん親 切 な方 で した。野 口

博 士 は当時 、 ロ ックフ ェラー医学 研究 所 にい らっ しゃって、 私 はそ この 人び とを紹介 してい

た だ き ま した。 そ して博士 は、 私の学 業 が少 し進 む と、 まだ 医師 免許 の取 得 前 であ った に も

か かわ らず 、私 を助手 にす るつ も りだ ったの です。私 に手伝 ってほ しか ったの です。

ところが 博士 は、私 に、「医 者 にな るな」と言 い ま した。 「医者 は科学 者で はな い。 おそ ら く

芸術 家だ ろ う。 しか も、 人び との共感 と理 解 とを得 る能 力 を もつ の はご く少 数の 者だ けだ。

君 は医者 にな るべ きでは ない。 芸術家 にな るべ きだ」 とお っ しゃい ま した。 しか し、私 には

自信 が あ りませ ん で した。

あ る 日、私 は、 レオナル ド ・ダ ・ヴ ィンチ ・ア ー トス クー ル とい う恵 まれ な い子供 た ちの

ための 美術 学校 の校 長 を して いた イ タ リア人彫 刻家 に出 会 い ま した。その 人 は私 に、「ぜ ひ と

も彫 刻 家 にな りな さい」と言 って くだ さい ま した。 私 は、 「私 に は余裕 が あ りませ ん。 い まは
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THE　 ROADIHAVE　 WA皿D

Isamu　 Noguchi

　 　 I　will　 speak　 in　 English　 for　 the　 first　 time　 in　 Kyoto,　 and,　 as　 a　matter　 of　 fact,　 for

the　 first　 time　 anywhere　 in　Japan.　 ButIthink　 it's　proper　 to　 do　 so　 ifIam　 to　 talk　 about

myself.

　 　 To　 be　 able　 to　 speak　 here　 in　Kyoto,　 under　 such　 great　 auspices,　 is　a　delight　 for　 me.

This㏄casion記ems　 extremely　 opportune　 to　 me,　 esp㏄ially　 in　 view　 of　 the　 subject

matter　 that　 seems　 to　 underlie　 this　 extension,　 you　 might　 say,　 of　 the　 Nobel　 Prizes,

which　 seems　 to　 me　 to　 have　 been　 sought　 after　 here,　 I　have　 often　 wondered　 exactly

what　 categoryIbelong　 in,　 andIsee　 from　 the　 two　 previous　 recipients　 that　 the

categories　 are,　 you　 might　 say,　 indetenninate　 -　 you　 might　 possibly　 say　 new　 -　 trying

to　 find　 a　shape.　 Perhaps　 because　 of　 my　 background,　 my　 birth　 and　 mixed　 nationality,

1've　 often　 felt　 a　little　 uncertain　 as　 to　 where　 I　belong　 -　 what　 category　 of　 activity　 I'm

involved　 in.　 I　like　 to　think　 of　 myself　 as　 an　 artist,　 but　 in　fact　 I　was　 very　 hesitant　 about

being　 an　 artist.

　 　 When　 I　went　 to　 America　 at　 the　 age　 of　 thirteen,　 I　found　 myself　 in　 Indiana,　 which

is　in　the　 middle　 of　America,㎝t　 off　from　 anything　 to　do　 with　 the　 cultural　 interests　 that

one　 normally　 has　 in　 Japan.　 The　 places　 to　 go　 to,　and　 the　 attitudes　 of　 people　 were　 so

different　 in　 middle　 America.　 I　became　 a　 typical　 American,　 which　 I　think　 I　still

am,

　 　 What　 is　so　 interesting　 to　 me　 is　why　 I　became　 an　 artist.　 When　 I　got　 out　 of　 high

school　 I　finally　 found　 myself　 in　 New　 York　 and　 going　 to　 Columbia　 University　 to

becomead㏄tor,　 b㏄ause　 people　 had　 told　 me　 that　 maybe　 that's　 what　 I　should　 do.　 I

did　 not　 know　 whatIshould　 do;Ihad　 no　 idea.　 At　 any　 rate,　 onceIhad　 entered

Columbia　 University　 I　presently　 met　 Dr.　 Hideyo　 Noguchi,　 the　 famous　 bacteriologist,

and　 he　 tried　 to　 help　 me.　 He　 was　 not　 a　relative　 of　 mine,　 but　 he　 was　 a　very　 kind　 man.

Dr.　 Noguchi　 was,　 at　 that　 time,　 with　 the　 Rockefeller　 [nstitute,　 and　 he　 introduced　 me　 to

the　 people　 there.　 He　 was　 going　 to　 have　 me　 as　 his　 assistant　 as　 soon　 as　 I　got　 along　 a

Iittle　 ways　 in　 my　 schooli㎎;　 even　 before　 I　became　 qualified　 as　 a　 d㏄tor.　 Hewanted

me　 to　 help　 him　 However,　 he　 said,　 "Don't　 become　 a　d㏄tor."　 He　 said,　 "Doctors　 are

not　 scientists.　 They　 are　 artists,　 maybe.　 And　 only　 a　few　 people　 have　 the　 ability　 to　 feel

sympathy　 and　 an　 understanding　 of　 people.　 You　 should　 not　 becomeadoctor,　 you

should　 become　 an　 artist.'l　 However　 I　had　 no　 confiden㏄.

　 　 Then　 one　 day　 I　met　 an　 Italian　 sculptor　 who　 was　 a　director　 of　 an　 art　 school　 for

poor　 children,　 called　 the　 Leonardo　 Da　 Vinci　 Art　 School.　 He　 said　 to　 me,　 "You　 must

become　 a　sculptor,"　 and　 I　said,　 "Well,　 I　can't　 afford　 it,　 1'm　 working　 in　a　 restaurant.

I　haven't　 got　 time."　 He　 said,　 "Don't　 go　 to　 school　 but　 come　 and　 help　 me,　 and　 I　will　 pay

you."　 This　 is　howIbecameasculptor.　 Three　 months　 afterIgot　 started,Ihad　 an

exhibition　 at　 his　 school.

In　 two　 years　 I　was　 able　 to　 get　 a　 G㎎genheim　 Fellgwshjp　 and　 go　 to　 Paris.　 So　 I

seem　 to　have　 been　 guided　 by　 some　 kind　 of　 fate.　 I　did　 not　 expect　 anything,　 I　came　 from

nowhere,　 I　was　 nobody,　 but　 people　 seemed　 to　 want　 to　 help　 me.　 So,　 by　 some　 surphsing

circumstance,　 I　got　 the　 G㎎genheim　 Fellow曲ip　 and　 I　found　 myself　 in　Paris,　 and正was

at　 a　 cafe　 sitting　 next　 to　 a　man　 and　 he　 said,　 "What　 do　 you　 want　 to　 do?"　 And　 I　said,

"[　would　 like　 to　 meet　 Brancusi
."　 "Come　 with　 me,"　 he　 said,　 and　 he　 introduced　 me　 to

Brancusi,　 and輔th　 that　 I　started　 worki㎎with　 Brancusi,　 the　 great　 Rumanian　 sculptor.

　 　 When　 I　worked　 with　 Brancusi　 I　became,　 of　 course,　 very　 influenced　 by　 him.　 Many

of　 my　 works　 from　 that　 time　 show　 his　 influence　 (photo　 1).　I　was　 able　 to　 stay　 in　 Paris
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レス トランで働いていて時間がないのです」と答えました。すると、「学校へ行かずに、ここ

で手伝ってくれれば、給料 も支払おう」とまで言ってくださったのです。

こうして私は、彫刻家になったのです。そして、仕事をはじめて3か 月後には、この学校

で展覧会を開きました。

2年 ほ どの ち、私 は グ ッゲ ンハ イ ム奨 学金 を得 て、 パ リに行 くこ とが で きま した。

私 は、 な にかの運 命 に導か れ て きた ように思 うの です。私 はな に も期 待せ ず、特 別 に どこ

か ら来 たので もな く、何 者 で もあ りませ ん で した。 しか し、 人び とが私 に手 を貸 した が って

い る ようで した。奨 学金 を得 てパ リに行 けただ けで な く、 そ こで も驚 くべ きこ とが待 ち受 け

て いたの です。

パ リに滞 在 中の あ る 日、私 は、 とあ るカ フ ェで隣 りあわせ た 人に、「あな た は、な に を した

いの です か」 と尋 ね られ ま した。 私 は、「プ ラ ン クー シに会 い たい」 と答 える と、 そ の 人は、

「私 と一 緒 にい らっ しゃ い」 と言 い、私 をプ ラ ンクー シ に紹 介 して くれた のです 。 この よ う

に して私 は、 偉大 なル ーマ ニア 人の彫 刻家 ブ ラ ンクー シ と仕事 をは じめ るこ とにな ったの で

す。

プ ラ ンクー シ と仕 事 を して いた ころは、 当然 の こ となが ら、私 の作 品 は彼 か ら多大 な影 響

を受 け ま した。{写則 グ ツゲ ンハ イム奨 学金 でパ リに2年 間滞在 す るこ とがで きま したか ら、

私 は しば ら くプ ラン クー シの もとで働 い たの ち、私 は 自分 のア トリエ を持 ち ま した。プ ラン

クー シの ア トリエ と同 じようにつ く りま した。 当時の 私 は、プ ラ ンクー シ その もの で した。

その後 、私 はプ ラ ンクー シか ら離 れ よう と模 索 しま した。21しか し、プ ラ ンクー シの ように

たいへ ん強 い影響 力 を もった人物 か ら離 れ るの は至難 の わ ざで した。私 は 自分 自身 を信 用 し

て い ませ ん で した。私 は 自分 が著 名な抽 象彫 刻 家 にな る とは思 い もよ らな か ったのです 。

私 は若 す ぎま した。 当時 は、わず か22歳 で した。22歳 に して大 家 にな ろ うな ど と、 どうや

って思 え るで しょう。 そ して、2年 間のパ リ滞 在期 間 を終 えて、私 はア メ リカに帰 りま した。

その ころ の私 には、 当然 お金 は あ りませ ん で した。 そ こで、お 金 を得 るため に私 は顕像 を

つ く りは じめ ま した。 それ まで に も顕 像 はつ くった こ とが あ り、 いた って 容易 にで きるこ と

を知 ってい たか らで す。

多 くの人が 、私 に対 して抱 いて いただ い ていた友情 や 私の助 けに なってや ろ うとい う親切

心 か ら、モ デル に なって くれ ま した。1928年 か ら29年 にか けての 冬の 間 に私 は多 くの 顕像 を

つ くり、 そ の展覧 会 も成功 裡 に終 わ りま した。

偉 大 な舞 踏家マ ー サ ・グラハ ムの 顕像 も、私 がア メ リカに帰 国 してす ぐにつ くりま した。3)

その ころの彼女 は無 名で したが 、カ ーネ ギー ホール の角 を曲 が った所 に住 んで お り、私の ア

トリエ近 くだ ったの で、私 は よ く彼 女の稽 古 を見 に行 った もので した。 そ こには、 た くさん

の か わい ら しい少 女 がお り、私 は彼女 た ちの絵 も描 き ま した。

この ころ、 私 は生涯 の友 人、 フ ラー氏 に出会 い ま した。彼 もまた、私 に大 きな影響 を与 え
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5)ス テ ン レ ス を型 に流 して 制 作Lた 作 品

　 Work　 cast　 in　stainless　 steel
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ま した。彼 は、ア メ リカ と、空間 と構 造物 の 新 しい テ クノロ ジー を代表 して いたか らで す。彼

は救 世主 と もい え るよ うな 人で、 夢 を見 、 自分 の世 界観 を 人び とに教 えたが る人で した。 彼

の世 界観 とは構 造 的 世界、 そ して工学 の適切 な応 用 に よってつ くる こ とがで きる未来世 界 で

した。

彼 は とて も親 切で 、 人間的 な 人で した。 しか し、 人間 の感情 に対 しての思 いや りよ りも数

学 や構造 に対 す る信念 の ほ うが強 く、 この二つ が うま く調和 して現 れ る こ とはなか ったの で

す 。 この二 つの気 持 ち には、す れ違 う部 分が あ った と思 い ます。

193〔陣 まで に、私 が ニ ュー ヨー クを離 れ るに充分 な資 金が で き ま した。私 は私 自身 の未 来

を見つ けた か ったの です。私 自身の 未来 は テ クノロ ジーの なか にあ る必要 は な く、 自分 自身

か ら・起こって くる もので なけれ ば な りませ んで した。 したが って、私 は 自分 自身 を見 つ けた

か ったので す。 人生 のは じめの13年 間 を過 ご した 日本 に帰 った ら、 自分が い った い何 者 なの

か を教 えて くれ る もの を見 つ け られ るか もしれな い と考 えたの です。1930年 、私 は まずパ リ

へ 戻 り、 しば ら くそ こに滞 在 した あ と、 シベ リア を横 断 して北 京に行 って、8か 月間 を過 ご

し、 それ か ら 日本 に来 ま した。

先 日、 あ る人が、 私が どの ように して 日本 に来 たか につ い て話 しなが ら、古 い新 聞の切 り

抜 きを くだ さい ま した。 その 記録 を見 て、私 は うれ し く思 い ま した。 とい うの は、私 が よう

や く日本へ 来 て京都 の街 を歩 い てい た と き、 あたか も私 が この土地 の 人間で もあ るかの よ う

に、 京都 の 人た ちにあ い さつ され たか らで す。今 日の この場 は、55年 前 に京 都で 経 験 した 出

来`1吻 延 長線Lに あ る よ うに思 え ます。

京都 の あ と、私 は東 京へ 行 きま した。 東京 では、 お じの高木 氏が 家 を提 供 して くれ ま した。

そ こで 、お手伝 い の ツネ コ さんの ほか 、何 人かの顕 像 をつ く りま した。 そ して1931年 、私 は

京都 に戻 り、 東 山の陶 芸工房 で働 き ま した。

その近 く、 五 条の近 くの博 物 館 に2体 の埴輪 が あ り、 私 はその影 響 を受 け ま した。私 は 自

分 のル ー ツ を探 して お リ、パ リで得 た抽 象概 念 を とお して、 先 史時 代 の 日本 に抽 象概 念 を見

出 したの です。

翌年 ア メ リカに戻 り、私 は大 きな成功 をお さめ ま した。北 京 でのデ ッサ ンを もとに、 い く

つ かの テ ラ コ ッタを展示 したの です 。私 が もっ とも成功 したの は その ころで した。私 は最 高

の ところ か らス ター トし、 そ こか ら、 いわ ば したた り落 ちたの です。 しか し、 人 び と との 出

会 い にお いて は、 ほん とうに恵 まれて い ま した。

1933年 、生計 を得 よ う と、私 は再 び顕 像 な どをつ くって い ま した。そ して、1933年 か ら34

年 にか けての 冬の あ る 日、私 は ある ビ ジ ョンを持 ち ま した。私 は大地 を彫 刻 と して見 たので

す。未来の彫 刻 は大 地の.ヒにあ る もの か もしれ ない とい う感 じを得 たか らで す。そ して、『鋤

の モニ ュメ ン ト』 とい う、 たいへ ん大 きな作品 の制作 に取 り組 む こ とにな りま した。大 地 を

掘 る、 いわ ゆ る"広 野 を耕 す"と い う表現 が あ るよ うに、実 際 にそれ を可能 に したア メ リカ
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for　 two　 years　 with　 the　 Guggenheim　 Fellowship .　After　 working　 with　 Brancusi　 for

a　while,　 I　got　 a　studio.　 I　made　 it　more　 or　 |ess　 the　 same　 as　 Brancusi's　 studio .　 [　was

completely　 Brancusi.

　 　 　This　 is　when　 I　was　 trying　 to　find　a　way　 to　get　away　 from　 Brancusi　 (photo2}.　 But
itwasverydifficulttogetawayfromamanlikeBrancusi

,becausehisinfluencewas

very　 strong.　 I　did　 not　 trust　 myse1£ 　I　did　 not　 think　 that　 I　was　 going　 to　become　 a　great

abstract　 sculptor.　 .I　was　 too　 young　 I　was　 only　 twenty-two
,　How　 can　 you　 expect　 to

be　 a　master　 at　the　 age　 of　twenty-two?　 And　 so
,　at　the　 end　 of　the　 two-year　 period　 I　went

back　 to　 America,

By　 then,　 of　 cou聡e,　 I　had　 no　 money,　 so　 to　 make　 money　 I　started　 to　 make　 heads .

1・had　 made　 heads　 before,　 andIknew　 thatIfelt　 very　 facile　 at　 doing　 that
.

Many碑ople　 sat　 for　 me　 out　 of　 kindness,　 because　 of　 the　 fhendship　 they　 felt

towards　 me;　 b㏄ause　 they　 wanted　 to　 help　 me.　 In　 that　 period　 of　 the　 winter　 of　 1928・29

1　made　 many　 heads,　 and　 I　had　 an　 exhibition　 of　them ,　It　was　 successfu1.　 I　made　 a　head

of　 the　 great　 dancer　 Martha　 Graham　 soon　 after　 I　got　 back　 to　 America　 (photo　 3)
.　At

that　 time　 she　 was　 not　 known,　 but　 she　 lived　 aro皿d　 the　 corner　 from　 Carnegie　 Ha[1
,

nearby　 where　 I　had　 a　studio,　 so　 I　used　 to　go　 and　 watch　 her　 classes .　There　 were　 many

pretty　 girls　 there,　 and　 I　would　 draw　 them.

About　 this　 timeIfi耐met　 my　 lifelong　 friend
,　Mr,　 Buckminster　 Fuller.　 He　 was

also　 a　great　 influence　 on　 me,　 b㏄ause　 he　 represented　 America　 and　 the　 new　 t㏄hnology

of　space　 and　 structures.　 He　 was,　 you　 might　 say
,　a　messiah　 -　 a　man　 who　 dreamed　 and

who　 tried　 to　 teach　 people　 about　 the　 world　 as　 he　 saw　 it;　the　 stmctural　 world　 and　 his

idea　 of　 the　 world　 of　 the　 future　 which　 he　 thought　 could　 come　 from　 the　 proper

application　 of　 engineering.　 He　 was　 a　 very　 kind　 and　 humane　 person
,　but　 his　 belief　 in

mathematics　 and　 in　structures　 was　 stronger　 than　 and　 separate　 from　 how　 he　 felt　 about

people's　 fcelings.　 I　don't　 think　 they　 quite　 went　 together.

　 　 By　 1930　 1'd　made　 enough　 money　 to　be　 able　 to　get　 away　 from　 New　 York.　 I
wanted　 to　find　my　 own　 future　 My　 own　 future　 did　not　have　 to　be　in　t㏄ ㎞010gy;　 it　had

to　come　 from　 myself,　 and　 therefore　 I　wanted　 to　find　mysel£ 　Thinki㎎that　 ifIwent

back　 to　Japan　 whereIhad　 spent　 the　 fi聡t　thirteen　 years　 of　my　 life
,　I　might　 find

something　 that　would　 tell　me　 whoIwas ,　in　19301fi耐went　 back　 to　Paris,Istayed

there　 awhile　 and　 then　 I　went　 to　Peking　 across　 Siberia ,　stayed　 eight　 months　 in　Peking,

andth㎝came　 to　Japan.

　 　 Somebody　 gave　 me　 some　 newspaper　 clippings　 the　other　 day　 telling　about　 how　 I
came　 to　Japan.　 Iwas　 pleased　 to　seear㏄ord　 of　that　event ,　for　whenIfinally　 came

to　Japan　 and　 found　 myself　 walki㎎the　 streets　 of　Kyoto ,　I　was　 greeted　 by　 the　people

here　 as　if　I　were　 somebody　 who　 belo㎎ed　 here,　 TMs　 present　 occasion　 seems　 to　bea

continuation　 of　something　 that　 happened　 to　me　 here　 fifty・five　years　 ago .

From　 Kyoto　 I　w㎝t　 to　Tokyo ,　and　 my　 uncle,　 Mr.　Takagi,　 gave　 me　 a　h皿se,　 Idid

a　head　 of　Tsuneko・san,　 who　 was　 the　maid　 there
,　and　 also　 a　couple　 of　other　 heads,

Thenjn　 1931J　 came　 back　 to　Kyoto.　 I　worked　 in　Higashiyama
,　in　a　pottery　 place

In　the　museum　 which　 was　 near　 there ,　near　 Gojo,　 there　 were　 two　 hanie槻.　 And　 soIwas

influenced　 by拠 拠in　 1931.　 I　was　 looking　 for　my　 own　 roots ,　and　 from　 abstractions

in　Paris　 I　found　 abstractions　 in　prehistoric　 Japan .

The　 next　 yearIwent　 back　 to　America　 andIhadabig　 su㏄ess .　I　had　 made

drawings　 in　Peking,　 andIshowed　 some　 terra　 cotta .　My　 biggest　 success　 was　 then.　 1
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「

鑓P

9)広 島 の橋 「つ く る1、 「ゆ く」

　 Hiroshima　 bridges　 "Tsukuru"(Create},

　 "Yuku"　 (Go)
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started　 out　at　the　top,　and　 from　 thereIsort　 of　trickled　 down,　 ButIwas　 very ,　very

fo就unate　 in　the　people　 I　met.

In　1933,　I　was　 again　 maki㎎heads　 and　 so　forth ,　hying　 to　make　 a　living,　 One　 day,

in　the　winter　 of　1933・34,　I　had　 a　vision.　 I　saw　 the　earth　 as　sculpture;　 I　got　the　feeli㎎

that　the　sculptu爬of　 the　hlture　 might　 be　on　the　earth.　 This　 moved　 me　 to　make　 a　very

big　thing　 called　 "Monument　 to　the　Plow,"　 actually　 a　monument　 to　Benlamin　 Frank・

lin　and　 Jefferson,　 who　 invented　 the　American　 plow　 -　 a　plow　 which　 digs　the　earth
,　a

plow　 with　 which　 they　 were　 able　 to　"break　 the　plains,"　 as　they　 say.　 In　going　 west

across　 America,　 to　make　 the　plains　 fertile　they　 had　 to　plow,　 My　 idea　was　 to　make　 a

monument　 to　the　 plow剛ch　 would　 be　 very,　 v町big ,　1ike　 a　pyramid,　 but卿

shallow.　 It　was　 to　be　a　monument　 to　the　American　 b{額nni㎎ .　At　 the　same　 time,I

made　 a　monument　 to　Benjamin　 Franklin.　 I　als。　made　 other　 things　 having　 to　do　with

the　eanh.　 This　 was　 my　 sort　of　awakening　 to　the　geography　 and　 to　the　spaces　 of　the

land.　 L

At　the　same　 time,　 I　was　 making　 "Play　 Mountain"　 (photo　 4}　wh三chwasintended

to　be　an　extension　 of　the　idea　 of　"playground ."　I　wanted　 to　make　 it　cover　 one　 city

block　 in　New　 York,　 as　an　increase　 of　play　 space.　 Th三sidea,　 whichIhad　 in　1933 ,I

never　 lost.　 I　have　 always　 kept　 that.　 1'm　very　 stubborn .　I　keep　 going.

I　did　 a　plan　 for　a　similar　 play　 space,　 a　big　 play　 envirorunent ,　at出e　 Unit(d

Nations　 when　 it　was　 bei㎎bui1しI　 was　 asked　 to　do　it　by　the　ladies　who　 lost　their　own

playground　 there　 because　 of　the　 construction　 of　the　 United　 Nations.　 However,I

gained　 the　enmity　 of　the　New　 York　 Park　 [leparment　 -　 of　a　man　 there　 named　 Mr.

M(聡 －who　 thought　 of　me　 as　a　very　 dangerous　 person　 and　 prevented　 me　 from　 doing

anythi㎎the【e.　 1've　never　 been　 able　 to　do　anything　 in　New　 York　 City,　 The　 spirit　of

Mr.　 Moses　 is　sdll　very　 stro㎎.　 But　 the　 idea　 of　playgrounds　 asametaphor　 of　the

㏄ulptor　 movi㎎into　 the　land　 and　 amo㎎the　 people　 r㎝ained　 with　 me ,　Some　 years

later,　in　1960,　the　lady　 who　 had　 asked　 me　 to　do　the　Play　 Space　 for　the　United　 Nations

ask〔d　 me　 to　do　something　 in　memory　 of　her　aunt　 in　a　park　 in　New　 York .　I　said　 I

could　 not　do　an醐 ㎎dlere　 in　New　 York;　 that　it　was　 no　use　trying .　But　th㎝Itho㎎ht

that　if　I　got　 a　great　 architect　 to　help　me,　 maybe　 I　could　 do　it.　So　I　asked　 Louis　 Ka㎞ ,

and　 he　said　yes,　he　would　 help　 ma　 The　 two　 of　us　went　 to　work,　 and　 working　 together

for　five　years,　 we　 made　 many　 different　 proposals .　Eadh　 time　 there　 would　 be　some

objection　 -　 this,廿1at,　 and　 the　 other　 -　 and　 Louis　 Kahn　 would　 then　 always　 say ,
"Wonde血1!　 They　 don't　 want　 it

.　Now　 we　 can　 start　 all　over　 again.　 We　 can　 make

some廿 亘㎎better."

　 　 The　 Iast　version　 of　that　pr(>ject　that　I　did　with　 Louis　 Kahn　 was　 in　1965.　 But　 the

things　 that　 do　not　 happen　 are　 as　valuable　 as　the　things　 that　 do　 happen ,　because　 the

idea　is　there,　and　 even　 if　you　 don't　 do　it,　somebody　 else　will.　 And　 that　 has　happened

quite　 a　lot.

In　1935　 Martha　 Graham　 askθd　 me　 to　do　her　first　set .　The　 American　 dance　 had

no　 sets　 before　 then.　 It　was　 called　 "Frontier."　 Again,　 the　 theme　 was　 about　 the

American　 land　 bei㎎opened　 up　to　development　 in　going　 from　 the　East　 Coast　 to　the

West　 Coast,　 and　 a|I　the　land　 which　 became　 fertile　and　 planted.　 I　took　 a　rope　 from　 the

back　 end　 of　the　theater　 to出e　 top,　so　as　to　make　 a　strange　 perspective　 in出eair .　It

had　 a　very　 startling　 effect.　 I　did　 twenty　 things　 for　Martha　 Graham　 over　 the　years .

In　1938　1　won　 the　Associated　 Press　 Plaque,　 sponsored　 by　the　Ass㏄iated　 Press　 in
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式 鋤 を発明 したベ ンジ ャ ミン・フラ ン ク リンとジ ェフ ァー ソン を記 念 した作 品で した。アメ リ

カを横断 して西 部へ 進 む間、 広野 を肥 沃 にす るため に、 人び とは土地 を耕 さな くて はな りま

せ んで した。私 の ア イデ アは、 ピラ ミッ ドの よ うに とて つ もな く大 き く、 しか もた いへ ん平

た い鋤 のモニ ュ メ ン トをつ くるこ とで した。 それは ア メ リカの創始 の モニ ュ メン トにな るわ

けです。私 は同時 に、 ベ ン ジャ ミン ・フ ラ ンク リンのモ ニ ュメ ン トをつ くりま した。

ほか に も.大地 に関す る もの をつ くりま した。 これ は、地 理 や土地 の空 間 に対す る私 の覚 醒

の ような もの で した。

同 じころにつ くった作品 に、 『遊 び 山』 があ ります。4)"遊 び場"と い う考 えの延 長線 上にあ

る よう意図 しま した。 遊 びの空 間 を増 加 させ 、ニ ュー ヨー クの市 の一 区画 を覆 うよ うに した

い と思 い ま した。1933年 に考 えつ いた このア イデ ア を、私 は決 して失わ ず、常 に もち続 けて

い ます 。私 は とて も頑 固 なので す。 この まま、が んば ります。

大 きな遊 びの 空間 、遊 びの環 境の 同 じようなア イデ ア を表 現 した作 品 を国連 本部 の ため に

もつ く りま した。 国連 本部 の建 築 中に、 その ため に遊 び場 を失 った婦 人 たちの依 頼 で制作 し

た もので す。 しか し、私 はニ ュー ヨー ク公園 局、 モー ゼ ス氏 の敵 意 をか い ま した。 彼 は私 を

そ う とうな"危 険 人物"と 見 な し、 な に もで きない よう私 を妨害 しま した。ニ ュー ヨー クで

は、 な に もで きな くな って しまい ま した。 モー ゼ ス氏 の精 神 は、 い まだ にた いへ ん強固 な も

のが あ ります。 しか し、 上地 のな かや 人び との 間 にあ る遊 び場 とい う、彫 刻家 の メ タフ ァー

と しての ア イデア は私 に残 りま した。

数年後 の1960年 、国連 の 「遊 びの 空間jの 依頼 人であ る婦 人か ら、彼 女の おば を記 念す る

作 品 をニ ュー ヨー クの あ る公園 につ くってほ しい と頼 まれ ま した。私 は、「ニ ュー ヨー クで は

な に もで きない。や ってみ て も無駄 で す」 と答 え ま した。 しか し、その とき私 は、 もし偉大

な建 築家 の助 け を得 られれ ばお そ ら くで きるだ ろ う、 と思 い ま した。 そ こで私 はル イス ・カ

ー ンに頼み、 彼 は力 にな ってや ろ う と言 って くれ ま した。 私 た ち2人 は仕事 にか か り、5年

間一 緒 に仕事 を し、 さ まざ まな提 案 を しま した。 いつの 世 もあれ これの 反 対は起 こる もの で

す 。 しか し、ル イ ス・カ ー ンはいつ も言 っ た もの てす 。 「結構 だ。 彼 らが ほ しいの は これ では

なか った。 これ で、私 たちは また一 か らや り直せ る。 これ で もっ と良 い もの をつ くれ る」。 し

か し、 起 きな い もの は実 際 に起 こる もの と同 じ くらい価 値が あ るの です。 なぜ な ら、そ のア

イデ アが あ って、そ れ を行動 に移 さなか ったに して も、 ほ かの誰 かが す るか らです。 そ して

その ような実例 は、 か な り多 くあ ります 。

1935年 、マ ーサ ・グラハム が彼 女の最 初の 舞 台装置 を私 につ くってほ しい と依 頼 して きま

した。 この ときまで、ア メ リカ舞踏 には舞 台装置 が な く、 これ が初 め ての もの で した。『フ ロ

ンテ ィア』 と名付 けた その作 品の テ ーマ は、 再 び東海 岸か ら西海 岸へ と開 発 され てゆ くア メ

リカの大地 、 そ して肥沃 に な り種 まか れた すべ ての 土地 で した。私 は劇場 の後 ろの 端 か らて

っぺ ん にか けて1本 の ロープ を張 り、 空中 に奇 妙 な遠 近感 をつ くる ように しま した。 それ は

驚 くべ き効果 をあげ ま した。
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New　 York　 City,　 which　 is　a　 big　 newspaper　 organization .　 The　 work　 which　 I　made　 at

that　 time　 is　cast　 in　stainless　 stee1　 (photo　 5) .　It's　very　 big.　 1ピs　 about　 twenty　 feet　 high.

1t's　the　 biggest　 stainless　 steel　 casting ,　made　 of　steel　 because　 l　don't　 like　 bronze.　 The

work　 is　stilhhere.

　 　 In　 1941　 the　 war　 started　 between　 Japan　 and　 America.　 In　 l9421went　 intoa

Japanese　 rel㏄ation　 camp,　 calkxl　 a　war　 relocation　 camp,　 for　 the　 people　 of　 Califomia

and　 the　 West　 Coast.　 I　did　 not　 have　 to　 go,　 because　 I　was　 from　 New　 York
,　but　 I　went

anyway.　 When　 I　came　 back　 to　 New　 York　 in　 1942
,　after　 seven　 months　 in　 the　 camp,

I　did　 a　work　 called　 "Monument　 to　 Heroes."　 For　 me,　 the　 images　 of　 heroes　 were

broken　 airplane　 propellers　 and　 bones　 and　 so　 forth .　So　 my　 reaction　 to　 the　 war　 reloca-

tion　 camp　 is　shown　 in　some　 of　the　 sculptures　 I　did　 then .　This　 I　cal1　 "Arizona"　 (photo

6).　 The　 camp　 was　 in　Arizona,　 where　 the　 heat　 of　the　 sun　 is　intense
,　and　 so　 forth.

　 　 Imadeapiece　 called　 "Lunars"　 in　 1944　 (photo　 7).　 Ibecame　 interested　 in　 the

relationship　 between　 light,　 reflective　 surfaces,　 and　 sculptures　 which　 are　 lit　up　 from

inside.ComingfromArizonabacktotheartificialityofurbanlifeinNewYorkmade

meinterestedinsculptureandlighttogether .Ibelievethatworkmarkedthebeginning

of　 my　 interest,　 for　 instance,　 in　the　 ¢k¢ri　 of　 chochin　 (lights　 of　 paper　 lanterns) .

　 　 Shortly　 after　 that　 I　started　 making　 things　 with　 stone,　 slate,　 marble,　 and　 so　 forth.

I　made　 many　 things　 of　 this　 type.

　 　 In　 1948　 1　had　 an　 exhibitbn　 at　 that　 time　 at　 a　gallery　 in　 New　 York　 and　 decided

that　 New　 York　 was　 no　 good　 for　 sculpture;　 that　 it　is　too　 artificia1 .　Thus　 I　app|ied　 to

the　 Bollingen　 Foundation　 to　assist　 me　 to　get　 away　 from　 New　 York　 and　 make　 a　study

of　sculpture　 throughout　 the　 world,　 and　 I　went　 away　 again.　 I　studied　 al]　the　 prehistoric

and　 ancient　 monuments　 and　 so　 forth　 -　 the　 better-known　 ones
,　of　 course　 -　 to　give　 me

some　 idea　 of　 sculpture　 aside　 from　 the　 urban　 situation
,　the　 artificial　 situation　 of　 New

York.　 Ifelt　 that　 sculpture　 was　 the　 oldest　 art,　 but　 since,　 as　 far　 asIknew ,　it　had　 never

improved,　 there　 must　 be　 some　 better　 reason　 for　 doing　 it　than　 merely　 aesthetic　 reasons .

This　 was　 probably　 the　 point　 of　 departure　 whereIwent　 back　 to　 that　 visionIhad　 in

1933　 with　 "Play　 Mountain."　 I　wanted　 to　find　 a　way　 of　doing　 things　 which　 l　was　 never

able　 to　 do　 with　 Louis　 Kahn　 or　 anybody　 else.

　 　 Finally　 I　came　 to　Japan　 and　 I　had　 an　 exhibition　 at　 Mitsukoshi.　 Among　 the　 works

which　 I　showed　 was　 a　piece　 called　 "Bell　 Tower　 for　 Hiroshima"　 (photo　 8) ,　 When

Mayor　 Hamai　 from　 Hiroshima　 saw　 it　he　 said,　 `℃ome　 to　 Hiroshima .　Maybe　 we　 can

do　 something."　 That　 is　why　 I　was　 able　 to　go　 to　Hiroshima .　I　went　 there　 with　 Tange-

san.　 At　 the　 time　 there　 was　 nothing,　 absolutely　 nothing　 there.　 I　built　 two　 bridges,　 one

called　 "Tsukuru"　 and　 the　 other　 one　 called　 "Yuku"　 (photo　 9).

　 　 I　did　 a　garden　 at　 Keio　 University　 in　 1950　 with　 the　 architect　 Yoshiro　 Taniguchi

(photo10),

　 　 In　 1952　 1　met　 Mr.　 Rosanlin　 Kitaoji,　 who　 was　 very　 kind　 to　 me.　 He　 said,　 "Come

live　 here.　 Live　 in　that　 house　 over　 there
,　which　 I　put　 up　 for　 myself　 to　Iook　 at.　 You　 can

use　 it."　 So　 I　moved　 there,　 and　 next　 door　 to　 it　I　built　 a　studio .　There　 was　 no　 flat　 land

to　 build　 it　on,　 so　 I　cut　 into　 the　 hi11.　 In　 Kamakura　 you　 can　 cut　 into　 a　hill　 and　 build　 a

home　 I　built　 a　 studio　 like　 that　 by　 cutting　 into　 the　 hill.

[　made　 ceramics　 with　 Rosar埴ln,　 using　 his　earth
,　his　 kam¢,　 and　 everything　 else,　 and

he　 helped　 me　 to　 fire　 them　 He　 gave　 me　 the　 various　 glazes　 and　 so　 forth .　I　made　 many

ceramics　 and　 had　 an　 exhibition　 at　 the　 Kamakura　 Museum .　Later　 on　 I　had　 a　similar



マー サ ・グ ラハムの ため に、 私 は数年の 問 に20の 作 品 をつ く りま した。 舞踏 の動 作 を表 し

た り、 オ イデ ィプ スの物 語 に関す る もの な どをつ くっ たのです。

1938年 に、私 は大 きな新 聞組織 で あ るニ ュー ヨー クの ア ソ シエ イテ ッ ド・プ レス社(AP

通 信)後 援の 、 ア ソシエ イテ ッ ド ・プ レス ・ブ ラ ッ クを獲 得 しま した。 この と きにつ くった

作 品 は、ステ ン レスを型 に流 して制 作 した もので す。5喰 いへ ん大 きな もの で、高 さ20フ ィー

トほ どです。 私 はブ ロ ンズが好 きで は ないの で、鋼鉄 でつ く りま した。 ステ ン レスの最 大 の

鋳 造物 です。 この作 品 は、現 在 で も同 じ場 所 にあ ります。

1941年 、 日米 間 に戦争 がぽ っ発 しま した。 翌年 、私 は、戦 時隔 離 収容所 と よば れ る、 カ リ

フ ォルニ ア と西海岸 に住 むH本 人を対 象 に した 日本 人強 請【収 容所 に 入 りま した。私 はニ ュー

ヨー クに住 ん でい ま したか ら入 らな くて もよか ったの です が それ で も行 き ま した。7か 月

の ち、1942年 に収 容 所か らニ ュー ヨー クに帰 った私 は、 『英雄 の モニ ュ メン ト』とい う作 品 を

つ く りま した。 ヒー ローの印 象 は、壊 れ た飛行機 のプ ロペ ラや骨 な どで した。 この よ うに、

私が鞘 強 剛 又容 所で受 けた影響 は、 その こ ろにつ くったい くつか の彫 刻 に表れ て い ます。

太陽 が 苛酷 に照 りつ け るア リゾナ に収 容所 は あ りま した。

私 は 『ア リゾナ 』をつ くり、1944年 に は 『ル ーナ ー ズ』 とい う作 品 をつ く りま した。6・7)私

は、 光 と反射 表面 、 そ して内側 か ら照 明 され た彫 刻 との 関係 に興 味 を もったの です。 ア リゾ

ナ か らニ ュー ヨー クの 人T.の 都会 ノ1話に立 ち戻 った こ とで、彫 刻 と光 とが一 つ にな る こ とに

魅 せ られ る ようにな った のです。 た とえば、 ち ょうちん の'`あ か り"な どに私が 興 味 を もち

は じめ た こ とを、 この作 品 は しるす もの だ と思 い ます。

その 後 ま もな く私 は石一 ース レー ト、 大理 石 な どで創 作 をは じめ、 た くさん の作 品 をつ く

りま した。1948年 には、木 で もつ くりま した。 この とき、私 は ニ ュー ヨー クの あ る画廊 で展

覧 会 を開 きま したが ニ ュー ヨー クは彫 刻 には良 くな い場 所だ と判断 しま した。 ニ ュー ヨー

クは、 あ ま りに人工 的 です。 そ こで利、は、 ニ ュー ヨー クか ら脱 出 して世 界中 で彫刻 の勉強 が

で きるよ う援 助 を得 るため に、 ポ リンゲ ン奨学 金財団 に応 募 し、再 びニ ュー ヨー クを離 れ ま

した。

私 は都 会の状 況 、ニ ュー ヨー クの 人工的 状況 か ら離 れ、 彫刻 の ア イデ ア を得 るため に あ ら

ゆ る先 史時 代 ・古代 の モニ ュ メ ン トな どを勉強 しま した。 もち ろん よ く知 られ た もの ばか り

で すが ……。

彫 刻 は、 もっ と も古 い芸 術だ と感 じま した。 しか し、私 が 知 ったか ぎ りでは まるで進歩 し

てい ませ ん で した。進 歩す るには、 たん な る美的理 由で は な く、 それ以 上 のな ん らかの動 機

が あ るに違 い あ りませ ん。 この こ とは たぶん 、1933年 に 『遊 び山』 で得 たヴ ィジ ョンの 出発

点 に 立ち戻 ったので す。私 は、 ル イス ・カー ン氏 や ほかの誰 と もで きなか っ たや りかた を見

つ け たい と思 い ま した。

私 はつ い に来 日 し、三 越で 展覧会 を開 きま した。 その ときに出品 した ものの 一つ に 『ヒロ
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シマ の ため の鐘 塔』とよばれ る もの が あ ります評 広 島の 浜井(信 三)市 長が それ を見 て、 「広

島へ 来 て くだ さい。 な にか お役 にた て るこ ともあ るで しょう」 と言 って くだ さい ま した。 そ

れで私 は広 島 に行 くこ とが で きま した。 丹 下(健 三)さ ん と一緒 に行 き ま した。 当時の 広 島

にはな に も、 まった くなに もあ りませ んで した。 私 は二 つ の橋 をつ く り、一 方 は 『つ くる』、

他 方は 『ゆ く』 と名付 け ま した。91

1950年 に建築 家 、 谷 口(吉 郎)氏 と と もに慶 応義 塾 大学 の 庭 をつ くりま した。1mそ して、

1952年 、私 は北大 路魯 山 人氏 に会 い ま した。彼 は私 にた いへん親 切 で、「ここに来 て住 みな さ

い。 この 家 に住 みな さい。私 が 自分 で眺 め るため に建 てた家 です か ら、 使 って いいで す よ」

と言 って くだ さい ま した。私 はそ こへ 移 り、隣 に ア トリエ を建 て ま した。平地 が なか っ たの

で、斜面 を切 り開 いて建 て ま した。鎌 倉 では そ う して家 を建 て るこ とがで きるの です。

私 は、魯 山 人 と一緒 に、 彼の 土、 窯、 その他 あ らゆ る もの を使 い、 彼 に焼 くの を手伝 っ

て もらって陶 磁 器 をつ くりま した。 彼 は さまざ まな紬葉箒 を くだ さい ま した。私 は 多 くの 陶

磁 器 をつ くり、鎌 倉 博物 館 で展 覧会 を開 きま した。 の ち に も、魯 山 人 とつ くった作品 で同 じ

ような展覧会 を二1ヨ ー クで開 きま した。

ア メ リカで は、 人び とが、私 が庭 や屋 外空 間 に も興 味 を もってい る こ とを聞 きつ けは じめ

ま した。

ア イ ・ピー ・エ ムか ら、ニ ュー ヨー クの アーマ ンクに あ る本社 になに かつ くる よう依頼 さ

れ ま した。 そ の本 社 には二つ の庭 がつ くられ る予 定 で した。 私 はそ の両 方 と も手が け ま した。

その一 つ 、未来 の な にか を表 そ う と した 『未来の 圏 で は、最新 の 方程式 等 、科学 の シ ンボ

ル が彫 り込 まれ てい ます 。 みな さん興 味 を もた れ るで しょう。 その こ ろ、ア イ ・ピー ・エ ム

を通 じて出会 った さま ざまな科 学 者 た ちが、 これ らすべ ての知識 を得 る助 け となって くれ ま

した。

1956年 には、私 はパ リのユ ネス コで なにか を制作 す る よ う依 頼 され ま した。mし か し、私

に まかせ られ た部 分の 下 には、 もっ と大 きな スペ ー スが あ りま した。私が 、「そ こ も使 うべ き

だ 」と言い ま した ら、彼 らは、 「で も、 それ に支払 う資金 が ない」と答 え ま した。私 は、 「日本

の 人たちの援 助 を あお いでは ど うですか 」 と提 案 しま した。 そ して、私 は道 路 と庭 を設計 し

て来 日 しま した。 外務 省の 人 たち は、 その企画 を援 助 して くれ る委 員会 設 立の ための 人員 を

なん とか見 つ け る手助 け を して くれ ま した。 この庭 の仕 事 を したこ とで、私 は 日本 に、 そ し

て石 を使 ったf土筆 に さらに深 くのめ り込 む ようにな りま した。

下 の庭 は、最 初の もの よ り日本 的 と言 え るか も しれ ませ ん。wし か し、ここで も、私 は 日本

庭 園 や ほかの いか な る種 類の庭 もつ くるつ も りはな く、 ただ新 しい庭 をつ くろ う として、 そ

れ らを超 えた なに か をた えず探 して い ま した。 ア イ ・ピー ・エ ムの場 合、 私 は未来 の庭 をつ

くりたか ったの で す。未 来 とはな にか を想像 す るこ とは、 た いへ ん難 しいの ですが 、 人間 は

な にか をす るたび ご とに、少 しず つ前 に進 む こ とがで きる もの です。 そ う感 じて、私 は、 庭
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exhibition　 in　 New　 York　 of　 the　 things　 I　did　 with　 Rosanjin.

　 　 　 In　 America,　 people　 had　 started　 to　 hear　 that　 I　was　 also　 interested　 in　gardens　 and

outdoor　 space.　 I　was　 asked　 by　 IBM　 to　 do　 something　 at　 their　 headquarters　 in　Armonk
,

New　 York.　 The　 headquarters　 was　 to　 have　 two　 gardens .　 I　did　 both　 of　 them.　 In　 one,

the　 "future　 garden,"　 where　 I　wished　 to　 show　 something　 of　the　 future,　 there　 are　 many

symbols　 of　 science　 carved　 in　 the　 latest　 equations　 and　 so　 forth .　You　 would　 all　 be

interested　 in　 them　 Various　 scientists　 and　 so　 forth　 whom　 I　met　 then
,　through　 IBM,

helped　 me　 get　 all　 thse　 Uilngs.

　 　 In　 1956　 1　was　 asked　 to　do　 something　 at　UNESCO　 in　Paris　 (photo　 11).　 I　was　 asked

to　do　 a　certain　 part,　 but　 there　 was　 a　much　 bigger　 area　 below .　I　said,　 "You　 should　 use

that,too."Theysaid,"Well,wehavenomoney[opayforit ."Isaid,"Whydon'tyou

get　 the　 Japanese　 people　 to　 help?"　 And　 so　 I　designed　 a　road　 and　 then　 a　garden,　 came

to　Japan,　 and　 somehow　 the　 people　 at　 the　 Foreign　 Ministry　 helped　 me　 to　 find　 some

people　 to　 help　 make　 a　committee　 to　 help　 with　 the　 project.　 It　was　 that　 experience　 of

working　 on　 the　 UNESCO　 garden　 that　 led　 me　 deeper　 into　 Japan　 and　 into　 working

with　 stone.

　 　 The　 lower　 garden　 turned　 out　 to　 be　 more　 Japanese　 than　 the　 first　 garden　 (photo

12).　 But　 even　 there,　 my　 interest　 was　 not　 to　makea　 Japanese　 garden　 or　 any　 other　 kind

of　 garden　 excepting　 a　new　 garden　 -　 always　 finding　 something　 beyond .　In　the　 case

of　 IBM,　 I　wanted　 to　 make　 a　garden　 of　the　 future .　It's　very　 difficult　 to　 imagine　 what

the　 future　 is,　but　 one　 can　 do　 a　little　 bit　more　 each　 time.　 So　 feeling,　 l　became　 involved

in　doing　 things　 with　 space,　 which　 I　call　 gardens .　The　 UNESCO　 project　 was　 my　 first

big　 project　 of　 the　 sort.

　 　 I　did　 a　work　 at　 Yale　 University　 in　about　 1961-64,　 using　 marble　 which　 came　 from

Vermont　 (photo　 13).　 It　shows　 influence　 from　 Italy　 and　 also　 India
,　the　 astronomical

observatories　 in　 India　 and　 so　 forth.　 You　 can　 notice　 that　 the　 lines　 on　 the　 marble

groundgiveakindofperspective,inasenselikethe"Frontier"stageset,Itopensup.

Ihaveoftenusedthegroundartificially-thatistosay
,Ithinkofthegroundnotjust

as　ground　 but　 as　 a　kind　 of　geometry　 of　ground.　 This　 idea　 is　revealed,　 for　 instance
,　in

the　 work　 which　 I　did　 at　 the　 same　 time　 at　 the　 Chase　 Manhattan　 Bank　 (photo　 14) .　The

stones　 which　 l　used　 for　 the　 Chase　 Manhattan　 Bank　 came　 from　 Kyoto .　I　got　 some　 of

them　 along　 the　 Kamogawa;　 others　 I　got　 over　 by　 the　 Ujigawa　 near　 Otsu .　It　was　 my

version　 of　 Ryoanji.　 It's　 a　kind　 of　 a　study　 in　 placing　 natural　 rocks
,　but　 it's　 a　little

unique　 because,　 first　 of　 all,　 there　 are　 seven　 stories　 below　 this　 space ,　and　 in　 the

summertime　 there　 is　water　 over　 the　 whole　 thing.　 Of　 course　 the　 reason　 I　was　 able　 to

do　 this　 was　 because　 I　was　 asked　 to　 do　 the　 whole　 plaza .　I　also　 did　 the　 whole　 plaza　 for

Skidmore,　 Owings　 and　 Merrill,　 the　 architects ,

　 　 The　 biggest　 garden　 I　did　 at　the　 time　 was　 in　Israel　 (photo　 15),　 In　1961　 1　was　 asked

to　 do　 a　garden　 in　Israel,　 so　 I　went　 there,　 I　was　 able　 to　 use　 the　 stones　 from　 a　hill　there

to　make　 all　the　 walls.　 Some　 of　 them　 are　 about　 thirty　 meters　 long,　 The　 garden　 is　very

big,　 but　 it　retains　 the　 earth　 and　 you　 can　 walk　 on　 it　easily .　It　covers　 five　 acres.　 At　 one

part　 of　 the　 garden　 it　becomes　 more　 civilized　 -　 more　 suitable　 for　 sculptures　 which

are　 not　 so　 free　 from　 the　 base,　 which　 are　 standing　 on　 the　 ground ,　I　mean,　 you　 cannot

have　 sculptures　 falling　 all　 over　 the　 place;　 they　 have　 to　 be　 fixed .　 There　 are　 many

problemswithsculptureasgarden.Inanotherareathewaterflowsdownfromstone

containers　 which　 I　carved,
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　 　 Of　 course,　 you　 all　 know　 the　 fountains　 thatIdid　 for　 the　 1970　 Expo　 in　 Osaka

(photol6).

　 　 In　 1971,　 I　think　 it　was,　 I　was　 asked　 to　 do　 a　fountai【1　 in　 Detroit.　 Two　 million

dollars.　 I　thought,　 "Oh,　 my　 god,　 how　 do　 I　spend　 two　 million　 dollars?"　 What　 I　made

was　 a　high-tech　 fountain　 (photo　 17).　 1ピsvery　 big.　 Ithink　 it　cost　 about　 the　 same

amount　 as　 all　the　 fountains　 at　the　 Expo　 puttogether.　 Nonetheless　 they　 said　 that　 they

could　 not　 use　 the　 fountain　 in　their　 plan,　 and　 so　 they　 asked　 me　 todo　 the　 whole　 place,

I　thus　 did　 the　 whole　 plaza　 in　 Detroit,　 which　 covers　 eight　 acres　 (photo　 18).　 It　has　 a

tower　 that　 is　125　 feet　 high.　 How　 much　 is　that,　 38　 meters?　 (photo　 19)　 The　 fountain　 was

included,andthereisalsoanamphitheaterforskatingandotherpurposes(photo20) .

When　 I　was　 asked　 to　 do　 this,　 Detroit　 was　 having　 terrible　 trouble.　 Many　 sections

downtown　 were　 being　 burnt.　 There　 were　 race　 riots　 and　 so　 forth.　 I　am　 told　 that　 when

this　 plaza　 was　 finished,　 it　all　quieted　 down.　 There　 were　 no　 more　 problems　 with　 race

riots,　 and　 this　 became　 the　 most　 popular　 place　 in　Detroit.　 Sometimes,　 I　am　 told,　 a

million　 people　 come　 here,　 especially　 on　 the　 Fourth　 of　 July　 and　 so　 forth .

　 　 I　think　 my　 madness　 in　 wanting　 to　 make　 gardens　 and　 so　 forth　 lies　 in　 this

usefu[ness;　 it's　a　kind　 of　 a　humanizing　 of　 space,　 and　 humanizing　 of　 sculpture.　 It's　not

merely　 sculpture　 for　 aesthetic　 purposes　 nor　 a　question　 of　ego　 or　 something　 else;　 it's　not

even　 images　 of　 archeology　 or　 some　 fantasy　 in　 the　 desert.　 Rather,　 it　is　something　 that

is　actually　 very　 useful,　 and　 very　 much　 a　part　 of　 people's　 lives.　 If　I　m　 ght　 say　 so,　 I　think

this　 probably　 comes　 from　 my　 own　 background;　 the　 need　 for　 belong　 ng　 .　.　.　the　 need　 to

feel　 that　 there　 is　someplace　 on　 the　 earth　 which　 an　 artist　 can　 aff㏄t　 n　such　 a　way　 that

the　 art　 in　 that　 place　 makes　 for　 a　better　 life　and　 a　better　 possibility　 of　survival,　 When

Mr.　 Hutchinson　 talked　 about　 survival,　 and　 that　 people　 have　 to　 have　 reasons　 for

wanting　 to　 live,Itho㎎ht　 it　strange　 that　 he　 did　 not　 mention　 that　 maybe　 the　 atom　 bomb

came　 here　 for　 just　 that　 purpose.　 The　 people　 who　 are　 concemed　 about　 ecology　 and　 so

forth　 want　 to　 find　 a　way　 for　 people　 to　 survive　 and　 be　 happy　 without　 destroying　 each

other.　 In　 a　way,　 this　 is　my　 kind　 of　 answer　 to　 that.　 If　through　 art　 the　 world　 can　 be

made　 more　 fri印dly,　 more　 accessible　 to　people,　 more　 understandable,　 more　 meaningful,

then　 even　 art　 has　 some　 reason.　 WhenIwent　 to　 Paris　 and　 then　 to　 Peking　 and　 then　 to

Japan　 and　 al]　over　 the　 place　 I　was　 always　 on　 a　voyage　 looking　 for　 someplace　 where

I　would　 feel　 at　 home　 where　 I　would　 feel　 that　 I　could　 be　 of　 some　 use,

　 　 【　think　 that　 Japan　 has　 come　 to　 a　place　 -　 a　 time　 -　 when　 she　 needs　 that　 sort　 of

thing.　 For　 instance,Iwas　 very　 fortunate　 in　bei㎎able　 to　do　 something　 in　Israehn　 l961

and　 1%5.　 Israel　 was　 fo㎜ed　 in　 1948,　 and　 at　 that　 period　 when　 I　did　 my　 works　 there,

it　still　had　 no　 roots　 and　 identity.　 When　 I　did　 that　 garden,　 many,　 many　 people　 in　Israel

said　 I　had　 given　 them　 Israel;　 given　 Israel　 a　quality,　 You　 have　 to　 have　 qua|ity　 to　where

you　 live;　 a　 quality　 of　 a　 meani㎎and　 continuity,　 Time　 is　 an　 important　 factor　 in

sculpture.　 The　 reason　 so　 much　 of　 what　 you　 see　 today　 is　very　 frivolous　 is　because　 the

e1㎝ ㎝tof　 time　 is　 neglect〔d.　 Ifeel　 that　 the　 quality　 of　 enduring　 is　 important .

Therefore,　 you　 might　 say　 that　 in　my　 development　 of　 my　 attitude　 towards　 the　 ]and　 and

to　 gardens,　 to　 scu|pture,　 there's　 been　 this　 sort　 of　 a　flow　 towards　 something　 -　 towards

a　 sltuatlon.

I　did　 a文u|pture　 for　 a　very　 large　 sculpture　 park　 north　 of　 New　 York　 City.　 I　call

it　"Momotaro"　 (photo　 21),　 It　is　very　 large,　 and　 was　 made　 in　Shikoku　 and　 sent　 to　 New

York.　 It　has　 had　 a　most　 remarkable　 effect　 upon　 the　 people　 who　 go　 to　 the　 park.　 1n
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とい う空 間 を手が け るこ とに熱 中す る よ うにな りま した。ユ ネ ス コの企 画 は、その種 の最初 の

大 きな企 画 で した。

1961年 か ら64年 ごろ には、エ ール大学 で ヴ ァー モ ン トの大 理石 の作 品 を手が け ま した。13}

そ れ は イ タ リア、 そ して また イ ン ド、 イン ドの天 文 台等 に影響 を受 けて い ます。 大理石 の地

面 の線 が、 あ る意味 で は 『フ ロ ンテ ィア』 の舞 台装置 の よ うに、 あ る種 の遠近 感 を・与・えて い

ます。 そ こに は広が りがあ ります。 私 は しば しば 地面 を人工 的 に使 って きま した。 いわば、

私 は地 面 をた ん に地 面 と してで はな く、 あ る種の 地面 の幾 何学 と して考 えて い ます。

このア イデ アは、 た とえば同 じころ チ ェイス ・マ ンハ ッタン銀 行 で手が け た作品 のな か に

も表 れて い ます。団 チ ェイス ・マ ンハ ッタ ン銀行 に使 った 石 は京都 の ものです 。い くつか を鴨

川 沿 いで手 に 入れ、 他の もの は大津 の近 くの 宇治川 沿 い で集 め ま した。 これ は私 版竜安 寺で

す。 自然石 を配 置す る一種 の習 作 です が 一…。

チ ェ イス ・マ ンハ ッタ ン銀行 の広 場 にあ る私 の作 品 は、 少 々ユニ ー クな もの です。 なぜ な

ら、 この空 間の 下 には七 つの階 層が あ り、小 さな噴 水 を 多数配 置 してい るの です。 夏場 に は

全体 を水が 覆 い ます 。 もち ろん、 こ うす るこ とが で きたの は、広場 全体 を まか され たか らで

す。 ス キ ッ ドモア ・オ ーウ ェ ンス ・ア ン ド ・メ リル建 築事 務所 の依頼 で、 広場 全体 を手 が け

ま した。

当時 手が け た.最大 の庭 は、 イス ラエル に あ ります。IS)1961年 、私 は、 イ スラエル で庭 をつ

くる依 頼 を受 けて そこへ 行 きま した。壁 全体 をつ くるの に、 そ この丘 の石 を使 うこ とが で き

ま した。30メ ー トル ほ どの 長 さの もの もい くつか あ ります。 そ う とう大 きな庭 で すが、地 面

も残 して あ り、 歩 きやす くな って い ます。5エ ー カー の広 さが あ ります。 この 庭の一部 は も

っ と文 明的 にな って お り、地 盤 に固 定で きますか ら地 面 に 立 ってい る彫 刻 に よ りふ さわ し く

なっ て い ます 。っ ま り、 あ ちこちで彫 刻 が倒 れて しまって はい け ませ ん。 それ らは 固定 され

てい な けれ ばな りませ ん。 庭 と して の彫刻 には 多 くの問題 が あ りますの で 別 の場所 で は、

石 の容 器か ら水力流 れ 落 ちて お り、私 は その.ヒの、 水力流 れ て くる石 を彫 りま した。

み な さん に は、1970年 の 万国博 の会 場の噴 水 を ご存 じいた だい てい る と思 い ます。161

1971年 だ った と思 い ます が、私 はデ トロイ トで噴 水 の制作 を依 頼 され ま した。200万 ドルで

した が 「さあ、 い った い どうや って200万 ドル を使 お うか?」 と思 った もの です。私 がつ く

った の はハ イテ ックな噴 水 で した。IDたいへ ん大 きな もので 、万 博の噴 水 全部 を合 わせ た と同

じ くらいの 費 用がか か った と思 い ます。 そ れ に もかか わ らず、 彼 らの 計画 で はその噴 水 を使

え ない と言 うの です。 それ で、私 に、 その場所 全体 を手が け てほ しい と言 い ま した。 こ う し

て、私 はデ トロ イ トの8エ ーカー の広場 全体 を手が け るこ とにな りま した。IRIそこに建 て た塔

は高 さ125フ ィー トです か ら、約38メ ー トル で しょ うか?191奥 に噴 水 が あ り、スケー ト、その

他の 目的 に使わ れ る円形 競技場 もあ ります。.UI

この依 頼 を受 け た と き、デ トロイ トはた いへ ん な問題 を抱 えて い ま した。 町 の いた る所 は
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fact,　 there　 are　 many　 very　 big　 sculptures　 there,　 but　 that　 is　the　 one　 that　 everybody

wants　 to　 go　 to,　 because　 they　 are　 attracted　 by　 it.　 Ithink　 that　 that　 isafunction　 of

sculpture.

　 　 Asamatter　 of　 fact,　 whenIwas　 asked　 to　 speak　 to　 you　 todayIgota　 piece　 of

paper　 asking　 me　 to　point　 out　 the　 meaning　 of　 my　 activities　 in　relation　 to　 people's　 lives.

This　 is　one　 reason　 I'm　 very,　 very　 happy　 to　 be　 talking　 to　 you　 about　 whatIhave　 been

able　 to　do.　 1'm　 sure　 that　 whatever　 I　have　 done　 has　 been　 done　 with　 a　sense　 of　conthuity

towards　 a　situation,　 though　 whether　 the　 direction　 has　 been　 forward　 or　 backward,　 I　do

not　 know.　 Ithink　 that　 peoplek㏄p　 walking,　 as　 Professor　 Hutchinson　 said .　They　 find

reasons　 and　 means　 for　 survival.　 They　 find　 it　worthwhile　 not　 to　 die.

I　was　 bom　 in　 Los　 A㎎eles,　 and　 some　 people　 came　 and　 said,　 "You　 have　 to　 do

something　 in　California."　 Thus　 I　did　 a　garden　 which　 is　called　 `℃alifornia　 Scenario
,"

south　 of　 Los　 Angeles　 (photo　 22).　 It's　 quitebig.　 There's　 a　sculpture　 therecalled　 ``Sor-

amame　 no　 Seishin,"　 "The　 Spirit　 of　 Lima　 Beans"　 (photo　 23) .　The　 whole　 area　 was

fields　 of　 lima　 beans　 and　 became　 a　development .

　 　 1　did　 another　 garden　 in　 downtown　 Los　 Angeles,　 for　 the　 Japanese-American

communlty.

　 　 Louis　 Kahn　 died　 tragically,　 in　a　railroad　 station,　 Nobody　 knew　 who　 he　 was.　 For

three　 days　 they　 did　 not　 know　 what　 to　 do　 with　 him.　 (he　 of　 the　 most　 beautiful　 bui[dings

he　 did　 is　called　 the　 Kimball　 Muse㎜,　 and　 is　located　 in　Fort　 Worth ,　Texas.　 I　wished

to　 make　 an　 homage　 to　 Louis　 Kahn,　 so　 I　asked　 the　 museum　 to　 please　 let　me　 put　 some

sculptures　 there,　 and　 they　 said　 "Yes."　 I　feel　 that　 Louis　 Kahn　 was　 a　great　 man.　 1've

been　 privileged　 to　 know　 many　 great　 people.　 Among　 architects,　 [　consider　 my　 friends

Frank　 Lloyd　 Wright　 and　 Le　 Corbusier.　 rve　 been　 very,　 very　 fortunate　 in　 all　 the

contacts　 rve　 been　 able　 to　 make.

　 　 I　finally　 built　 my　 studio　 into　 a　museum　 (photo　 24}.　 I　have　 a　 lot　 of　 sculptures

there,

　 　 My　 garden　 in　 Shikoku　 is　a　 small　 garden,　 but　 very　 nice,　 with　 an　 old　 piece　 of

sculpture　 (photo　 25).　 I　have　 a　house　 there,　 an　 old,　 Japanese　 house.　 I　live　 there.　 I　am

still　work　 ing　 on　 building　 two　 kura　 (storehouses)　 at　my　 place.　 Mr.　 Izumi　 helps,　 It　is　his

place.　 Izumi-san　 and　 I　built　 a　garden　 there　 (photo　 26),

　 　 I　designed　 a　monument　 of　 Benjamin　 Franklin　 in　1933,　 and　 they　 finally　 asked　 me

to　 make　 it　in　Philadelphia　 (photo　 27),　 It　was　 built　 in　Philadelphia　 three　 years　 ago .　It'

s　an　 engineering　 feat,　 by　 my　 friend　 Paul　 Whitlinger,　 the　 engineer.　 It　 is　made　 of

stainless　 steel.　 There's　 a　kite　 at　 the　 top,　 and　 lightning　 coming　 down　 to　 hit　 a　key.

Benjamin　 Franklin　 discovered　 that　 the　 atmosphere　 is　filled　 with　 electricity.　 This　 is

ourworld.WehavecometotheworldthatwasenvisionedwhenAmericawasfound・

ed.　 Benjamin　 Franklin　 was　 called　 Mr.　 Electricity.　 Then　 we　 had　 Thomas　 Edison.

America　 represented　 the　 ideal　 of　 scientific　 progress .　I　think　 it　still　does.

I　think　 that　 Japan　 has　 something　 ev㎝more　 important　 to　 teach　 the　 world,　 I　think

it　is　the　 need　 of　 a　sense　 of　 time,　 which　 is　not　 only　 one-directional　 but　 in　all　dir㏄tions

-　 radiant
.　The　 past　 is　ourselves;　 going　 inside　 ourselves,　 we　 go　 into　 the　 past,　 because

出ere　 is　a　m㎝ory　 inside.　 (}Ding　 out,　 we　 go　 to出e　 future.　 There　 is　no　 memory出ere,

so　 it's　very　 questionable.　 We　 do　 not　 know　 what　 is　out　 there,　 but　 inside　 of　 us,　we　 know

what　 is　there　 .　.　.　we　 know　 by　 instinct,　 If　we　 study　 the　 past,　 we　 study　 ourselv鈴.Ithink

that　 that　 is　the　 great　 reason　 and　 the　 great　 future　 that　 lies　 ahead,　 It'safuture　 which
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焼 か れて お り、人種暴動 等 が あ りま した。この広場 が完 成 した とき、それ はすべ てお さ まった

と聞 いて い ます。 人種暴 動 の問題 は もはや な くな り、 こ こはデ トロイ トで もっ とも人気の あ

る場 所 とな りま した。と くに7月4日 の独 立記念 日な どには、100万 人 もの 人が こ こを訪 れ る

と聞 いて い ます。

私 が庭 を心 底 か ら制 作 したが るの は、 その有 用性 にあ るの だ と思 い ます。 そ れは、 一種 の

空 間の 人間化 、彫 刻 の人 間化で す。 たん に美的 目的 の ための彫 刻 で はな く、エ ゴや な にかの

問題 で もあ りませ ん。 考古 学の イメー ジや砂漠 で の幻 で もあ りませ ん 。む しろそれ は、実 際

とて も有用 な もの で あ り、 人 間の ま さに生活 の一 部 なの です 。

もしそ うで あ るな ら、 これ はたぶ ん私 自身 の生 まれ か ら きて い る と思 い ます。 帰属 す る こ

とへ の 願望 一 一そ れ は、 芸術が よ りよい生活 と、 よ りよい 生御)可 能 性 に役 立 つ よ う、一 人

の 芸術 家が 影響 を及ぼ す こ とがで きる ような場 所 が地 球上 の どこか にあ る と感 じる必要 です。

ハ ッチ ン ソン氏 が 生存 につ いて、 人び とは生 き るための理 由 を もたな ければ な らな い と述

べ られ た とき、 おそ ら く原イ爆 弾 は ま さに その 目的の ため につ くられ た のだ とい うこ とに彼

が 言及 しなか った こ とを、私 は不思議 に思 い ま した。生 態学 等 に関 わ ってい る人び とは、 人

間 が 勾:いに滅ぼ し合 うこ とな く生 き残 り、幸 福で い られ る ような方法 を見つ け るこ とを望 ん

でい ます。 あ る意味 で は、 これが 私の それ に対 す る答 えの よ うな もの です。 もし、芸 術 を

通 じて世 界が もっ と友好 的 に、 もっ と人び との手 の届 く、 もっ と理解 しや す い、意 義 あ る も

の にな るな らば.芸 術 で さえなん らカ・の 存在 理 由 を もち ます。 パ リへ そ して北 京、 それ か

ら 日本な どい た る所 に行 きま したが、私 は いつ もどこか くつ ろげ る場 所 役 に立 てた と感 じ

られ る所 を探 して航海 して い ま した。

H本 は、そ うい うこ とが必要 な時期 に きてい る状 態だ と、私 は思 い ます。 た とえば、1961

年 と65年 に イスラエ ルで仕 事 がで きた こ とは、 とて も幸運 だ った と思 い ます。 イス ラエ ル は

1948年 に建 国 され、私が そ こで仕 事 を した時 期 には まだル ー ツ もア イデ ンテ ィテ ィ もあ りま

せ ん で した。 そ こで庭 をつ くった と き、 イス ラエル の 多 くの 人び とは、 私力戦 らに イス ラエ

ル を与 えた、 イ ス ラエル に クオ リテ ィを与 えた と言 っ て くれ ま した。住 む場所 には クオ リテ

ィ、 す なわ ち意味性 と継 続 性 とが な ければ な りませ ん。時間 は彫 刻 に おい て重要 な要 素で す。

今 日、浅 薄 な ものが 多いの は、時間 とい う要素 が無 視 され て い るせ い です 。私 は、永続 す る

クオ リテ ィが 大切 だ と感 じてい ます。 したが って、私 の土 地や 庭、 彫刻 に対 す る態 度 の進展

には、 なにか に向 か う、 あ る状況 へ 向か うこの種 の流 れ があ る と言 えるか も しれ ませ ん。

私 は、 「モ モ タロウ』とい う作 品 をニ ュー ヨー ク市北 部 にあ る大 きな彫 刻 公園の ため につ く

りま した。21にの作 品 はず いぶん大 き く、四 国でつ くってニ ュー ヨー クへ送 りま した。この 公

園 を訪れ る人び とに、 たいへ ん影 響 を与 えて き ま した。事 実、 そ こに はほ ん と うに た くさん

の とて も大 きな彫 刻が あ りますが 、誰 もが 行 きたが るの は この 作 品の所 なの です。 人び とが

そ れ に魅せ られ るか らで す。 私 は この こ とが彫 刻の 役 目だ と思 い ます。

じつの ところ、 今nみ な さん の前 で お話 しす るよ う依頼 された とき、 私 は、 人び との生活
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に関 わ る私 の活動 の 意味 を明 らか に してほ しい と書か れ た一枚 の紙 をいただ きま した。 それ

が 私 が これ まで や って これ た こ とにっ いて、 み な さん にお話 しす るこ とを心 か ら幸せ に思

う一 つ の理 由です 。 方 向が前 向 きなの か後 ろ向 きなの か わか りませ んが、 私 は、 あ る状 況へ

の 方向性 をあ る意味 で継 続 させ て きた と確信 して い ます。 ハ ッチ ン ソン教 授 がお っ しゃ った

よ うに、 人び とは歩 み続 け てい る と思 い ます。 人び とは生 存の 理 由 と方法 を見つ け ます。 死

ぬ こ と以 上の価値 が ある と知 るの です。

カ リフ ォルニ アに も庭 をつ く りま した。221私は ロサ ンゼル スで生 まれ ま したの で、「カ リフ

ォルニ ア にな にかつ くらなけれ ば いけな い」 と言 われ ま した。 そ うい うわ けで 、 ロサ ンゼル

スか ら南 に、 『カ リフ ォルニ ア ・シナ リオ』 とい う もの をつ く りま した。か な リ大 きな もので

す,『 そ ら豆(リ マ 豆)の 精 神』 とい う彫 刻 が あ ります。231この地 域 全体 は、 リマ豆畑 だ っ た

所 が造 成 され たので す。 ロサ ンゼ ル スの 市街 に 日系 人社 会の た め に も庭 をつ く りま した。

ル イス ・カ ー ンは、 あ る鉄 道駅 で悲劇 的 に亡 くな りま した。彼 が誰 なの か知 る人 もな く、

3日 間彼 は放 って おかれ ま した。彼 が手 が けた建物 で もっ と も美 しい ものの一 つ に、 テキサ

スの フ ォー トワー スにあ る キ ンポール博物 館 が あ ります 。私 はル イス ・カー ンに敬意 を表 し

たい と思 い、そ の博物 館 にい くつか彫 刻 を置 かせ てほ しい と頼み 、承諾 を得 ま した。 ル イス ・

カー ンは偉 大 な 入物 だ った と思 い ます。 私 は 多 くの偉大 な人 たち を知 る恩恵 に浴 して き ま し

た。建 築 家で は、 フ ラン ク ・ロイ ド ・ライ トとル ・コル ビュ ジエ が、私 の親 友だ った と思 っ

て い ます。 私 は、 交際す る相 手 にほ ん と うに恵 まれ ま した。

私 はつ い に、ア トリエか ら美術 館 をつ く りま した。?41そこに はた くさん の彫刻 を置 い てい ま

す。 四国 にあ る私 の庭 は、小 さな庭 です が1969年 ごろ につ くった古 い彫 刻が あ り、 とて も

気 に入 って い ます。25)そこに は私 の家 が あ ります。 古 い 日本 家屋 で、私 は ここに住 んで い ま

す。蔵 もあ ります が、 まだ完 成 して い ませ ん。私 たち は、 ほ かに もう一 つ建築 中 です。 和 泉

氏が 手伝 ってくれ て い ます。そ こは彼 の土地 です。和泉 さん と私 は そ こに庭 をつ くりま した。?61

is　inside　 of　 ourselves,　 and　 whi(h　 is　the　 past
,　and　 whi〔 出we　 have　 to　 firld　 in　order　 to　 be

able　 to　 live　 with　 the　 atom　 .　_　 with　 all　 of　 the　 developments　 which　 will　 come　 very

rapidly　 in　 the　 advance　 of　 science.　 Science　 nθeds　 art,　 and　 without　 art
,Ifear　 for　 the

people's　 sanity　 and　 equilibrium.

　 　 Thank　 you　 very　 much.

1933年 に手が け たベ ン ジャ ミン ・フ ラ ンク リンの モニ ュメ ン トは、最 終的 に、 フ ィラデ ル

フ ィア につ くる よう依頼 され ま した。znそ して、3年 前 フ ィラデ ル フ ィアに建 て られ ま した。

友 人の技 師 ポール ・ホ ィッ トリンガ ー に よる技 術の 妙技 です。 そ れは ステ ンレスでで きてい

ます 。 て っぺ ん に凧が あ り、稲妻 が鍵 を打 ってい るのが 見 えるで し ょう。ベ ン ジャ ミン ・フ

ラ ンク リンは、大 気が 電気 で満 ち てい るの を発見 しま した。 これ が私 た ちの世 界 です。 ア メ

リカ建 国 当時 に想像 され てい た世界 に私 た ちはや って きま した。 ベ ンジ ャ ミン ・フ ラ ンク リ

ンは 「ミスター 電気 」 とよばれ ま した。 それ か ら、私 た ちには トーマ ス ・エ ジソ ンが い ま し

た。 ア メ リカ は科 学進 歩の 理想 を代 表 しま した。 い ま もそ うだ と思 い ます。

日本 は、世 界 に教 える、もっ と重要 なな にか を もって い ると思 い ます。 それ は一 方向 のみ な

らず 、すべ て の 方向 に放射 して い る時の 感覚 の必 要性 だ と思 い ます。 過 去 は私 た ち 自身 で す。

私 た ち 自身の 内部 に入 って ゆ くこ とは、過去 に入 って ゆ くこ とです 。 なぜ な ら、 内部 に は記
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憶があるからです。外に出てゆくことで私たちは未来にゆきます。そこには記憶はありませ

んから、とても不確かなものです。私たちはむこうになにがあるかを知りませんが、内部で

あれば、そこになにがあるかを本能によって知っています。

過去を学ぶことは自分自身を学ぶことです。それは前方に横たわる大いなる理知 と大いな

る未来だと思います。私たち自身の内部にあり、過去であり、原子とともに一 科学の進歩

において急速にやってくるすべての発展とともに生きることができるように、探さなければ

ならないもの、それが未来です。科学には芸術が必要です。 そして芸術なしでは、人びとの

健全さと平衡があやぶまれるのです。

ありがとうございました。
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